
    年  月   日   週目 主日礼拝      勝 原色福音 回復       創         
御言葉 従    時 多  恵  下        王権 通   悪魔 勝利         聖書   巻 通       王権 整理     出来     

1.創世記３章 2.原色福音―神の契約 3.勝利した証人たち メモ

▲全ての人がキリストを信じなければいけないのか。

人間にはどのような問題があるのか。

〇本来の人間は神様と共に生きるように創造された。

しかし悪魔が誘惑をしてアダムとエバが善悪の知識の木

の実を取って食べてしまい、罪を犯し神様から離れて

しまうようになった。人間の根本も問題は 3つである。
1)罪人－ローマ 3:10(それは、次のように書いてあるとおり
です。「義人はいない。ひとりもいない)
〇ローマ 3:23(すべての人は、罪を犯したので、神からの
栄誉を受けることができず)

2)死、地獄
(1)ローマ 6:23(罪から来る報酬は死です。しかし、神の
下さる賜物は、私たちの主キリスト・イエスにある永遠

のいのちです)
(2)へブル 9:27(そして、人間には、一度死ぬことと死後
にさばきを受けることが定まっているように)

3)サタンの奴隷
(1)エペ 2:1-3(あなたがたは自分の罪過と罪との中に死ん
でいた者であって、そのころは、それらの罪の中にあっ

てこの世の流れに従い、空中の権威を持つ支配者として

今も不従順の子らの中に働いている霊に従って、歩んで

いました。私たちもみな、かつては不従順の子らの中に

あって、自分の肉の欲の中に生き、肉と心の望むままを

行ない、ほかの人たちと同じように、生まれながら御怒

りを受けるべき子らでした)
①サタンの奴隷に人間がなってしまっているので苦しむ

②サタンの奴隷であるために偶像崇拝をする。

③サタンの奴隷であることを分からなくなっている。

④イエスキリストは悪魔を打ち破った真の王である。

⑤この事実をはっきりと信じた時に答えが始まる。

▲サタンの奴隷で苦しみがある問題のために、神様が

聖書の中で約束を下さった。

1)創 3:15(わたしは、おまえと女との間に、また、
おまえの子孫と女の子孫との間に、敵意を置く。

彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかか

とにかみつく)
(1)神様と人間の約束は何であるのかを教える為に
神様は聖書を下さった。

(2)約束を成就をするために聖書を与えて下さった
(3)女の子孫としてキリストがこの世に来られた。
－キリストが悪魔の頭を踏み砕いた。

(4)マタ 1:1(アブラハムの子孫、ダビデの子孫、
イエス・キリストの系図)
－アブラハムの子孫を通してキリストが来られた

(5)スコットランド信条(1560年)には、原罪につい
て記されており、創 3:15の約束を成就して下さり
悪魔の頭を打ち砕いた。

2)マタイ 16:16(シモン・ペテロが答えて言った。
「あなたは、生ける神の御子キリストです」)
(1)キリストを告白をした者は幸いである。
(2)真の祭司(罪の赦し),真の預言者(命を与えた),
真の王(悪魔を打ち砕いた)としてキリストが来た。
(3)王に油をそそぐ時に「メシヤだ」と言う。
(4)女の子孫とは王として来ることを約束している

3)1ヨハネ 3:8(神の子が現われたのは、悪魔のしわざ
を打ちこわすためです)
(1)悪魔は偶像崇拝の罪を犯させる。
(2)キリストは悪魔を打ち破る王の務めをされた。
(3)この事実を多くの教会が分かっていない。
(4)キリストを分かった時に罪を犯す生活をやめる

4)ガラ 4:4(しかし定めの時が来たので、神はご自分の
御子を遣わし、この方を、女から生まれた者、また

律法の下にある者となさいました)
(1)悪魔の支配から解放して、悪魔の子供から
神様の子供に運命が変えられた

(2)キリストを信じる時に現場が変わる。

▲現場を変えられた証拠が聖書に記されてる

1)旧約
(1)アブラハム－ヨハネ 8:56(あなたがたの
父アブラハムは、わたしの日を見ることを思

って大いに喜びました。彼はそれを見て、

喜んだのです。」)
(2)モーセ－創世記 3:15を記録した
(3)ダビデ-詩 110:1(主は私の主に仰せられ
る。「わたしがあなたの敵をあなたの足台と
するまではわたしの右の座に着いていように)
①キリストは悪魔の頭を打ち砕き悪魔の

奴隷生活から解放をして下さった方である。

②悪魔は王のキリストを分からないように

させる。

③中世期のヨーロッパは暗黒時代が続く。

－病と戦争などで大変な時代が続く。

2)改革教会
(1)ルター、ジョンナックス、カルヴァン
がキリストの王権が分かり立てられた。

(2)しかしルターが宗教改革をして 100年も
経たないうちにキリストの王権が消える。

(3)ウエストミンスター信仰告白には、
ほとんどキリストの王権が記されていない。

－そのため悪魔に負けてしまう。

(4)キリストが主人になると平安となる。
－キリストを王と分かると主人とする。

3)ヤコ 4:7(ですから、神に従いなさい。そして、
悪魔に立ち向かいなさい。そうすれば、悪魔

はあなたがたから逃げ去ります)
4)Ⅰペテ 5:7－8(身を慎み目を覚ましていなさ
い。あなたがたの敵である悪魔が、ほえたけ

るししのように食い尽くすべきものを捜し

求めながら歩き回っています)
(1)王としてキリストを味わうと勝利する
(2)恐れ、不安を全て捨て去るように。

▲結論－(1)私たちに王、祭司、預言者の務め
を与えられている(1ペテロ 2:9)
(2)福音を全世界に福音を伝えるように。



区域地教会（2019 年 6 月 16 日～2019 年 6 月 22 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「サタンに勝つ原色福音を回復しましょう」（創 3:11-15）

【讃美】 447 まことなる主

【祈り】

①教会の祈りの課題

・元旦メッセージ(第 1、2、3 RUTC 実現 ｢古い枠を壊すべき｣(Ⅱコリ 5:17)・｢新しい枠を整える

べき｣(使 9:15)・「霊的に戦う教会(兵士・軍隊)」(エペ 6:10－20)

・ 3 今日(御言葉、祈り、伝道)、 3 弟子(秘密決死隊、レムナントミニストリー、Holy Mason)、

3 サミット(霊的サミット、技能サミット、文化サミット)の契約を掴み成就を味わう。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

福音宣教教会

10の祈り題

(1)日本 1％福音化（使 18：9-10 ・ローマ 16：20）
(2)第 2 の宗教改革（マタ 16：16、I ペテ 2：9）
(3)日本 8,000 教会（使 17：1-3）
(4)200 地教会（創 41：36－38）
(5)1,000 大学（福音の人材、福音エリート/使 19：9-10)
(6)伝道(重職者)運動（3 弟子/ローマ 16 章）
(7)レムナント運動（イザ 6：13 / 3 サミット）
(8)癒しの運動（使徒 19：8-20）
(9)日本神学校、東日本神学校と教役者－Ⅱ列 6：8―23
(10)世界宣教（マタ 24：14、使 1：8）

伝道対象者

お知らせ

1. 3/27(水)-29(金)日本 RT大会

3/25(月)-27(水)リーダー修練会

(二次登録：6月 22日～7月 1日)

2．大阪教会と磐田教会の購入、対馬教会の設立のために

お祈りお願いします。

3．6月 18 日 18:00～レムナント使役者、教師、重職者

を対象に韓国の金デボラ宣教師がＥＭＳ説明会を

名古屋教会で行います。

4．保育所の設立のために、6月 17日(月)11:40～11:50

までヒアリングが名古屋市役所で行われます。

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


